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Ⅰ. クリニカルクラークシップとは 

 クリニカルクラークシップ（clinical clerkship）とは、従来の見学型臨床実習

とは異なり、学生が医療チームの一員として実際の診療に参加し、より実践的 

な臨床能力を身に付ける臨床参加型実習のことである。クラーク(clerk)とは、 

書記、事務員を意味しており、学生が上級医の指導の下で「クラーク」として 

患者を受け持つことで実際の医療の基本を修得する。従って、クリニカルクラー 

クシップでは、学生は student doctorとして診療に参加し、指導医の指導・監視 

の下で一定の範囲内での医行為を実践することが許容される。学生は、自らの 

主体性と責任感をもって学ぶことが求められている。 

  

Ⅱ. 学習目標 

将来医師として必要な以下に示す実践的臨床能力を修得することを目標とする。 

◆ 患者や指導医、病棟スタッフと良好な関係を築く能力 

◆ 患者から情報を的確に聞きだし、まとめる能力 

◆ 身体所見を正しくとり、診療内容を記載する能力 

◆ 要点を把握し、プレゼンテーションする能力 

◆ 基本的検査・基本的操作処置を実施する能力 

◆ 問題点を抽出し、解決に向かって系統的にアプローチする能力 

◆ 患者から得た情報と臨床病態学の知識を統合する能力 

◆ 学習に必要な情報を図書館やコンピューターを使って見つける能力 

 

Ⅲ. 医学生の臨床実習において、一定条件下で許容される基本的医行為 

 

 

 

 

 

レベル I   指導医の指導・監督のもとに実施が許容されるもの 

レベル II   状況によって指導医の指導・監視のもとに実施が許容されるもの 

レベル III   原則として指導医の実施の介助又は見学にとどめるもの 



Ⅳ. クリニカルクラークシップにおける１日の流れ 

《初日のオリエンテーション》 

◆ 初日、学生は指定された場所に集合し、オリエンテーションを受ける。時間厳

守する。 

◆ 指導医より、診療チームの紹介および受け持ち患者の紹介などが行われる。ま

た、指導医等との連絡方法を確認する。 

◆ 回診、症例カンファレンス、レクチャーなど当該診療科での行事およびプレゼ

ンテーションについて確認する。 

◆ ポートフォリオの１－４ページを記載する。 

《毎日の流れ》 

◆ 自己健康管理票の症状の欄に１つでもチェックが入った場合、院内に入らず、

実習の可否を指導医に連絡する。 

◆ 自己健康管理票および実習日誌に指導医の押印あるいは署名をもらう。 

◆ 指導医が朝病棟に来る前に、受け持ち患者の看護記録に目を通したうえで自分

で回診・診察し病状を把握する。また、問題点を整理しておく。 

◆ 毎朝のチーム回診に参加し、受け持ち患者については口頭で提示する。 

◆ 指導医とディスカッションを行い、今後の方針を決定すると同時に、診察内容

を電子カルテに記載して、指導医に記載内容を依頼する。この際、記載内容に

ついての指導医の点検（加筆・訂正）をうけ、署名をしてもらう。 

◆ 不明な点や問題点は指導医と相談するが、自主的に文献等を検索して解決へ向

けての学習を行う。 

◆ 症例カンファレンス、レクチャーには必ず参加し、受け持ち患者についてはプ

レゼンテーションを行う。 

◆ 新患の医療面接や身体診察を行い、回診やカンファレンスでプレゼンテーショ

ンを行う。 

◆ 受け持ち患者の検査、処置、手術、他科紹介等には必ず出向き、指導医の指導

を受ける。 

◆ 医行為は、水準によっては指導医の指導のもと実施する。 

◆ 患者、家族に対する病状説明や治療方針の話し合いなどにも参加する。 

◆ 病棟を離れる場合は、指導医の許可を得る。 

◆ 帰宅時は、必ず指導医に報告し、その日のまとめとチェックをしてもらう。 



Ⅴ. 学生の正規カルテの記載について 

《カルテの位置づけ》 

◆ カルテ（診療録）は患者のものであり、かつ公文書である。 

◆ カルテは医師だけでなく医療チーム全体が使用し利用するものである。 

◆ カルテは開示を前提に記載する。 

◆ 学生の正規カルテの記載は、医師の補助者による記録として扱われる（看護師

による看護記録と同様）。 

《カルテの管理》 

◆ 個人情報（プライバシー）の保護、遵守には格別留意する 

◆ カルテの持ち出し、コピーは厳禁 

◆ POMR とは、POS（Problem Oriented System：問題志向型診療システム）に基づいて

系統的・合理的思考に従って診療の過程を記録することである。 

◆ 第２病日以降の症状、診察所見等は SOAP（Subjective、 Objective、 Assessment、 

Plan）形式で記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        ＰＯＭＲの構成 
１．基礎データ data base 
   １）主訴，現病歴，既往歴，家族歴など 
   ２）生活像 
   ３）検査所見 

   ４）検査成績 
 
２．問題リスト problem list 

   １）ナンバーとタイトルをつける 
   ２）active problem （今すぐ解決しなければならない） 
       inactive problem（緊急性はないが将来問題となる可能性がある） 
    の区別をつける 
   ３）長期的か一時的な問題化の区別をつける 
３．初期計画 initial plan 
   １）診断的計画  
   ２）治療的計画 
   ３）教育的計画 

４．経過記録 progress note 
   １）叙述的記録 
          Ｓ （Subjective data） 患者の訴え 
          Ｏ （Objective data）  診察所見,検査成績 
          Ａ （Assessment）   評価（医師の判断,考察） 
          Ｐ （Plan）            計画 

   ２）経過一覧表 

５．退院時要約,要約記録 

  problem list 
 #1 

 #2 
 #3 
 #4 
 ・・・ 



《カルテの入力》 

◆ 毎日記載する。 

◆ 一般的に認められていない略語は用いないこと。 

◆ 医学的に妥当適切な傷病名を記載する。 

◆ 指導にあたる医師は、記録内容を監査し、慎重に加筆、訂正等を行う。 

◆ Don’t   入力してはいけないこと 

 

 

 

 

Ⅵ. 個人情報の保護について 

◆ 平成 17年４月１日から「個人情報保護法」が全面施行されたことに伴い、 

本学医学部では、学生は臨床実習に入る前に個人情報保護についての「誓 

約書」を提出することとする。 

Ⅶ. 学生の遵守事項 

《患者（家族）さんとのコミュニケーション》 

◆ 初対面時は指導医に紹介してもらい、自分でも自己紹介をすること。 

◆ 丁寧な言葉遣いで話し、専門用語は使わないこと。 

◆ プライバシーを遵守すること（守秘義務）。 

◆ 思いやりの気持ちをもって接すること。 

◆ 患者さんの言葉に耳を傾けること（傾聴）。 

◆ 患者さんの身体面、および精神面に配慮すること。 

◆ 医療面接や身体診察に時間を取りすぎないこと。時間がかかる場合は、了解を

得て、数回にわけて行い、患者さんの負担に十分配慮すること。 

◆ 毎日コミュニケーションをとり、訪室すること。 

◆ 訪室時間を患者さんと相談して決めた場合は、その時間を厳守する。また、消

灯時間を厳守する。 

 

 

 

➢ 医療に不必要な患者のプライバシー 

➢ 患者に対する個人的な感情 

➢ 他の医療者についての無用のコメント 



◆ 診断や治療方針を学生自ら伝えてはならない。例えば、患者さんから「癌 

でないでしょうか」と尋ねられたときは、「癌ではないかとご心配なのです 

ね。しかし、私にはよくわからないので、○○さんが、ご自分が癌ではな 

いかと心配されていることを指導医の先生に伝えます。」などと答えるよう 

にすること。 

◆ 患者さんや家族からクレームがあった場合は、速やかに指導医に連絡・報告す

る。 

《チームスタッフ等とのコミュニケーション》 

◆ 時間厳守。 

◆ 欠席、遅刻、早退の場合は、速やかに指導医に連絡する。 

◆ 実習中、無断で持ち場を離れたりしないこと。必要があって持ち場を離れたり、

帰宅する場合は、指導医に連絡し、許可をもらうこと。 

◆ 医師、看護師、技師、その他医療従事者に対して挨拶をすること。 

◆ 主治医や指導医とは毎日連絡・コミュニケーションをとること。 

◆ 困ったことがあれば速やかに相談すること。 

《その他》 

◆ 医行為は必ず指導にあたる医師の指導・監視のもとで行うこと。 

◆ 医行為により患者に障害が起こった場合は、直ちに指導医に連絡・報告する。 

◆ 針刺し等の事故発生時は、直ちに指導医に連絡・報告する。 

Ⅷ. 評価・単位認定の要件 

◆ 各診療科で実習した項目（各レベルの項目）は CC-EPOCおよびポートフォリオ

に入力する。 

◆ 最終日には、学生は CC-EPOC に自己評価、診療科評価、指導医評価を CC-EPOC

に入力する。 

◆ 最終日には、指導医は CC-EPOC上で学生にコメントを入力する。。 

◆ CC-EPOCなどを用いて、臨床実習・PCC-OSCE専門部会による個人評価が行われ

る。その結果は、卒業の単位認定の合否判定の参考として用いられる。 

Ⅸ. 感染事故への対応 

◆ クリニカルクラークシップにて病棟実習を行う際、さまざまな感染症に暴露さ

れるリスクが想定されるため、日頃予防策を講じる必要がある。 

◆ 病棟実習中は、手洗いをはじめ標準予防策を実践すること。 



◆ 感染症患者を受け持った場合は、その感染症に応じた感染経路別予防策を 

講じる必要があり、この場合、指導医の指示に従うこと。 

◆ 実習に入る前には、ツベルクリン反応検査（２段階法）や麻疹、風疹、ム 

ンプス、水痘・帯状ヘルペスの抗体検査およびＢ型・Ｃ型肝炎の抗体検査 

を受けておくこと。抗体を保有していない場合は、臨床実習開始までに該 

当のワクチン接種をする必要がある。（記録は保健管理センターで保管、小 

児感染症や結核等に暴露された場合や、針刺事故の対応に必要） 

◆ 排菌性の結核患者に接触した場合は、保健管理センターの指導を受けて対 

応すること。 

◆ 針刺し事故が発生した場合は、直ちに血液を絞り出し、洗浄・消毒を行う。ま

た、目に血液等が飛散した場合は、直ちに流水で目を洗う。その後すぐ 

に指導医または主治医に連絡すること。指導医または主治医は、患者の感 

染性を調べ、保健管理センターの指導を受け速やかに対応する。実際の対 

応は、院内感染対策ガイドライン「針刺し等事故発生時対応マニュアル」 

に準じて行う（別紙フローチャート参照）。 

Ⅹ. 賠償責任保険加入の勧め 

 民事訴訟の結果当該事故について法律上の賠償責任が学生にあるとされた場 

合、学生が責任を問われる場合がある。しかし、学生が賠償責任保険に加入し 

ていれば、故意に起こした事故でないかぎり（例えば、病院内を通行中の患者 

さんに偶然衝突し傷害を負わせた場合）、「国内において、臨床実習中の学生が 

患者さんに対して行った行為によって、患者さんの身体、生命を害し、また財 

物を損壊したことにより負担する法律上の賠償責任の全額」が、保険会社より 

保障される（事故の保障については、事故の状況等を調査した保険会社が決定 

するため、加入していたからといってすべてに適応されるかどうかは事故の内 

容によると思われる。）また、このような場合でも、実習の場を管理している 

病院の経営者も賠償責任を問われる可能性は残る。 

 「診療参加型臨床実習の実施のためのガイドライン 医学・歯学教育の在り 

方に対する調査研究協力者会議」より抜粋・一部変更加筆 

 

 上記のことより、臨床実習開始前に、全員が賠償責任保険に加入することを 

勧める。 

 

 

 



《学生が加入する保険について》 

 本学医学部では、「学研災付帯賠償責任保険（医学生教育研究賠償責任保険）」

に全員加入している。これは、国内外において正課、学校行事およびその往復中

で、他人にケガをさせたり他人の財物を損壊したことにより被る法律上の損害賠

償を補償するものである。 

その他に医学生を対象とした賠償責任保険があるので、賠償責任および感染予

防費用（針刺事故、院内感染）の補償を含む保険に加入することが望ましい。 



分類 品目 目的･概要 数量

頸部リンパ節・甲状腺触診モデル リンパ節等の触診 1

鼻腔・咽頭拭い液採取シミュレータ PCR検査など鼻腔咽頭への挿入 4

耳診察シミュレータ（EAR） 耳検査 4

眼底鏡（直像鏡） 医療機器 15

耳鏡 医療機器 15

ペンライト 医療機器 15

打腱器 医療機器 15

音叉 医療機器 15

角度計 医療機器 15

握力計 医療機器 4

血圧測定シミュレータ 評価機能つき血圧測定 4

水銀レス血圧計 医療機器 50

浮腫モデル 浮腫のアセスメント 3

SPO2測定器 医療機器 15

心臓病患者シミュレータ（イチロー） 心臓病診察 1

心疾患シミュレータ（Harvey） 心疾患アセスメント 1

呼吸音聴診シミュレータ（ラング） 呼吸音聴診 2

乳がん触診モデル 乳がん診察 2

腹部アセスメントモデル 腹部の触診 5

フィジカルアセスメントモデル（Physiko） 全身型シミュレータ 3

ナーシングアンシミュレータ 全身型シミュレータ 2

多職種連携ハイブリッドシミュレータ“SCENARIO 全身型シミュレータ 1

（幼児）Simジュニア 全身型シミュレータ 1

（乳児）SimBaby 全身型シミュレータ 1

（新生児）SimNewB 全身型シミュレータ 1

バイタルサインベビー 乳児診察 4

縫合手技トレーニングセット 縫合 40

縫合手技評価シミュレータ 縫合（評価機能付き） 4

吸引シミュレータ（Qちゃん） 吸引 2

導尿モデル 導尿 4

胸腔穿刺シミュレータ 胸腔穿刺 1

心嚢穿刺シミュレータ 心嚢穿刺 1

（成人）腰椎穿刺シミュレータ 腰椎穿刺 1

（小児）腰椎穿刺シミュレータ 腰椎穿刺 1

経管栄養シミュレータ 経管栄養 4

膝関節注射モデル 関節注射 1

点滴静注シミュレータ 静脈路留置 5

動脈採血シミュレータ 動脈採血 2

（成人）採血シミュレータ（シンジョー） 採血 20

（乳児・幼児）採血シミュレータ 採血 2

Ⅺ. 臨床技能開発ラボ備品一覧（外来棟2階に設置）

頭頚部
神経

一般診察

処置



分類 品目 目的･概要 数量

超音波トレーニングシミュレータ（ウルトラシム） 超音波検査 1

心臓超音波シミュレータ（ハートワークス） 超音波検査 1

膀胱内尿量測定ファントム 超音波検査 1

腹部超音波ファントム 超音波検査 1

腹部超音波ファントム（外傷モデル） 超音波検査 2

肺超音波ファントム 超音波検査 1

全身血管シミュレータ（VIST） 血管造影 1

12誘導心電計装置 医療機器 4

超音波診断装置 医療機器 1

（成人）SimMan３G 高度機能付き蘇生シミュレータ 1

（成人）SimManエッセンシャル 高度機能付き蘇生シミュレータ 1

（成人）レサシアン 心肺蘇生（全身） 30

（成人）リトルアン 心肺蘇生（半身） 15

（成人）レサシアンQCPR 心肺蘇生（評価機能付き） 5

（幼児）レサシジュニア 心肺蘇生（全身） 3

（幼児）レサシジュニアQCPR 心肺蘇生（全身） 4

（乳児）レサシベビー 心肺蘇生（全身） 4

（乳児）ベビーアン 心肺蘇生（全身） 7

チョーキングチャーリー 窒息解除 5

AEDトレーナー AED操作 20

（成人）気道管理シミュレータ 気道管理 6

（乳児）気道管理トレーナ 気道管理 6

患者モニター 医療機器 2

除細動器 医療機器 1

蘇生

検査
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 膠 原 病 内 科 

 

１  集合時間・集合場所    

(1)  集合時間    ８:３０ 

(2)  集合場所       月，火 AB 病棟 5 階カンファレンス室 

                    水，木，金 AB 病棟 4 階カンファレンス室 

 

２ 実習概要（実習内容） 

   クリニカルクラークシップによる指導を基本とする。すなわち，2-3 名の学生に担当

患者さんを１名当て，患者さんを受け持つようにさせる。入院時の検査，治療計画，治

療中のマネージメントなどを主治医と相談しながら行うことで実践的な臨床の力を身

につける。また、初日に担当症例に関連したテーマを与える。そのテーマについて英語

論文を読み最終日に各自まとめて発表を行うことで、一つの症例を多面的に理解でき

るようにする。 

毎日カルテに患者の状態，問題点，評価，計画を記入し，病態の把握と問題解決能力

を身につける。朝のカンファレンスで担当患者の病状のポイントを報告する。 

    外来ポリクリでは，問診，診察などを通じて，鑑別診断，検査治療計画をつくる能力 

を身につける。 

担当患者のリハビリテーションなどを実際に施行または見学する。 

 

３ ＧＩＯ（一般目標） 

   膠原病および膠原病類縁疾患について理解するために，それらの概念，病因，病態生

理，疫学，臨床所見，検査所見，診断，治療法，予後について基本的知識を整理し，技

術を習得する。また、免疫抑制状態にある患者で注意すべきこと、合併症などを通じて

内科学全般の学習をする。ステロイド薬，免疫抑制薬，生物学的製剤について学ぶ。 

 

４ ＳＢＯ（到達目標） 

(1)  クリニカルクラークシップを通じて，診断から治療までを考え，問題解決する能 

 力を身につける。 

(2)  症例に関連した文献検索法を習得し，英語文献の読解力を向上させる。  

(3)  メディカルインタビュー，基本的診察法を身につける。 

(4)  難病患者さんの立場に立った医師の役割を述べる。 

(5)  患者とのコミュニケーションをとる能力を身につける。 

(6)  看護師，薬剤師，検査技師等とのチーム医療の必要性を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ スケジュール 

(対面実習) 

曜

日 

８：３０ 

  集合 

担当教員 

                        12:30  13:30 

月 本田(吉岡) 

オリエンテーション（担当患

者の割当）ミニレクチャー 

病棟実習  

 

病棟，外来実習 

火 
吉岡 外来実習，病棟実習,  

ミニレクチャー 

 
 

水  高野 回診，ミニレクチャー  病棟実習 

木 鈴木 

病棟実習 

クリニカルスキルアップセン

ター実習（関節エコー）ミニレ

クチャー 

 

（６年生によるレクチャー） 

金 宮島                         外来実習，病棟実習  外来実習 15:00 総括 (近藤) 

        ミニレクチャーの開始時間については、Slack で知らせます。 

 (オンライン実習) 

  オンライン実習の場合、実際の患者さんの代わりに提示された仮想症例について、 

小グループに分かれて検討してもらいます。 

曜日 担当教員 開始時間はSlackで連絡します                       

 月 吉岡／本田 仮想症例提示→学習しまとめる 

 火 吉岡 課題についてまとめたものを発表→新しい課題について学習しまとめる 

 水 高野 課題についてまとめたものを発表→新しい課題について学習しまとめる 

 木 鈴木 課題についてまとめたものを発表→新しい課題について学習しまとめる 

 金 宮島 課題についてまとめたものを発表→新しい課題について学習しまとめる 

       月－木曜日に教官が１時間程度のレクチャーを行います。 

６ 評価法 

   カルテ記載，実習態度 

   総括でのレポート発表（USB にいれての持参） 

   与えられた課題の発表検討会における発表や質問 

 

７ その他注意事項等 

   服装，マナーに注意 

   プライバシーの厳守 ネームプレートの着用 

   聴診器持参   

   実習開始前にmoodle に外来担当予定日など 1 週間の予定を掲載しますので確認して

下さい。 

   英文抄読会で読む論文とまとめは前日 15：00 までに送ってください。抄読会時は各

自の PC/タブレットなどで見てください。実習期間は SNS（slack）で連絡します。 
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 救 急 医 学   

 

１  集合時間・集合場所    

  ハイブリッド実習  ：月曜日10：00にオンラインオリエンテーション 

  オンラインのみ実習 ：月曜日10：00にオンラインオリエンテーション 

 

２ 実習概要（実習内容） 

・日勤9:00～18:00, 準夜 18:00～23:00 

・1人当たり、日勤1回、準夜1回、消防1回の勤務に入ること 

・グループごとに予定を決めたら、代表者が下記のシートの5年生の欄に名前を入力する 

 

・日勤9:00、準夜18:00に救急外来カンファレンス室へ集合 

・実習時の服装：病院実習の際は、手術室更衣室で術衣へ着替え、白衣を持参する 

・火曜日か木曜日のどちらかに消防署での救急車同乗実習に参加 

・月曜と金曜はオンラインでオリエンテーション/まとめを行う。原則、月曜10:00～、金曜15:00～各2時

間程度。時刻変更の可能性あり、事前連絡で最終確認を。 

・金曜日のまとめ時に課題レポートの発表を行う。まとめ時刻までにレポートのタイトルのはじめに自分

の名前を入れてまとめ時刻までに岩下へメール添付で送付する。 

 

オリエンテーション、まとめのオンライン講義はオンライン (ZOOM) 

 

３ ＧＩＯ（一般目標） 

   救急医療の現場に入り，病院前から救急外来での患者さんになされる診療を理解することで救急医

療に果たす役割を理解する。 

 

４ ＳＢＯ（到達目標） 

(1) 救急医療をとりまく時代的，地理的背景を理解する 

(2) 病院前救急医療のシステムと救急隊員の工夫を説明できる 

(3) 島根大学病院の救急医療体制について説明できる 

(4) 救急外来を受診した患者を時間軸を意識して診療を組み立てることができる 

(5) 患者の重症度，緊急度を意識した診療を行うことが出来る 

(6) 患者の身体的訴えの背景にある社会的心理的事情にも思いを寄せることが出来る 

 

５ スケジュール  

  ハイブリッド実習： 

 月 

日勤  準夜 

火 

日勤  準夜 

水 

日勤  準夜 

木 

日勤  準夜 

金 

日勤  準夜 

ER実習 

（最大人数） 

Online 実習 

  （2） 

実習  実習 

（2） （2） 

実習  実習 

（2）  （2） 

実習  実習 

（2）  （2） 

Online 実習 

  （2） 

消防実習  （3）  （3）  

※月曜，金曜のオリエンテーション，まとめはオンラインで実施 

 

  

 月 火 水 木 金 

内容 オンライン講義 オンライン講義 オンライン講義 オンライン講義 オンライン講義 

  ※オンラインのみの場合は1日1コマ以上のオンライン講義（予定） 



６ 評価法 

   担当教員が出席，実習態度，レポートにより評価する 

 

７ その他 

   救急車同乗および救急外来では服装，言葉使いには気をつけること。サンダル，ジーンズ， 

派手なシャツ，香水などは不可 

 

※※なお、臨床実習とは別に ER での自主的に実習に入りたいという方がいましたら、別途岩下へメール

ください。 



 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 





 

 

 

 

 
 
 
 
 










